
●アプローチ

往路　新宿駅- (中央脚り

快速25分)一立川駅- (五日

市線訓令)一武蔽五日市駅-

(西東京パス35分)M上斐沢

復路　古里駅- (書梅線J時

間) -立川駅- (中央線特別

快速25分)一新宿駅

●コースタイム

上兼沢- (40分)一養沢錘乳

潤一(50分)一日ノ出山一

(1時間) -御敏神社- (30

令)一大塚山- (暮時間20

令)一古里駅　なお､松ノ湯

温泉へは203M量産D

●問い合わせ先

五日市町役卿425･96･ I51 1

奥多摩町卿28･83･21 H

西東京バス五日市営業所℡
0425･96･ lらl I

標高929メートル地点にある旬耕神社

73

枚ノ棚･水書龍　多JPJBI

河畔にある桃珊坪
もの廉恥にはサクラ､ツツジ

などが杜えられている｡川の

せせらぎを叩きながら入れる

温泉は気分がいい｡

ZW･85･222 1

書棚　日ノ出山のJレート

を槻日向和田駅にとると､

鶴梅も楽しめる｡ウメの花が

咲く早春に訪れる稚合は､こ
のノレートも考えたい｡また､

脚の中の並を多井川上兼に

向かって歩けば､時代中晩で

知られる文豪､吉川英治の配

念館･吾川英治妃念肯(9
0428･76･1575)もある｡
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